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＜病棟連絡事項＞
特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・中居　亮子様～Cユニット医療保護入院。
・中村　留理子様～Aユニット医療保護入院。家族内に関東方面から来ている方がおり、密に関わっている為、佐藤AOMへ相談し指示のもと隔絶対応となっている。(2W程)
・岡村　トミ様～主治医より家族様へ施設申し込みか自宅退院を説明し促していくよう指示あり、弟嫁様へ電話説明している。SWへは主治医から伝言済み。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察行っているが、迷惑行為あり早めに入室対応としている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～身体拘束中。やや大声で自分の要望を話してくる事はあるが、しぶしぶの様子ではあるが説明には応じる事は出来ている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～体幹・四肢拘束中。8時～20時の開放観察。私物に関する訴えあり、都度対応している。衝動的行為はない。引き続き早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
・豊川　葵様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施している。不穏や興奮はなく穏やかに過ごしている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・中島　智恵子様～上肢拘束中。バイタルサイン著変なし。経管栄養のトラブルはない。引き続き早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・寺地　徳和様～発熱なし。他バイタルサインの異常は無い。活気はなく臥床している。腹部症状については「大丈夫です」と話している。
・平栗　城志様～食事中にむせあり。危険行動無く臥床し過ごしている。
・佐藤　ミツ子様～朝、昼食は数口の摂取で終了。スタッフに対し暴言を発する事あり。
＜入院患者様情報＞
　日　　時：R2.11.7　　12:14

　氏　　名：中居　亮子（なかいりょうこ）様

　生年月日：昭和11年5月14日（84歳）

　病　　名：混合型認知症

　性　　別：女性

　主治医　：金Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット

　

(経過）

11/6娘様から入電。

夕方にイライラした様子や徘徊を始め、「家の人を困らせる為にやってる」

と訴える事や、外に向かって大声で「死んでやる」と話す状態が見られてい

るとの事。服薬も出来ていないのではないかと話す。家族の介入に対し泣い

たふりをすることがあった。車を動かそうとしても車の周りに立つなどの危

険行為がある。その後、娘様に対し「困らせたいのだ」と叫ぶことがあり、

本人様の行動は意図的に家族を困らせようとしているようだとのこと。

執念深いところがあるため、入院させることに対し不安があるが、疲弊し家

族対応困難であることから受診予定は11/11だが、明日に受診を早める事は

できないかと問い合わせあり、11/7受診。家族の同意を得て12:14東病棟C

ユニット5号室へ医療保護入院となる。
　日　　時：R2.11.7　　13:06

　氏　　名：中村　留理子（なかむらるりこ）様

　生年月日：昭和30年3月3日（65歳）

　病　　名：器質性気分障害

　性　　別：女性

　主治医　：馬渡Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット

　

(経過）

元々、八戸赤十字病院神経内科、精神科で加療していた。

青森労災病院に勤務して23歳時に結婚。その後、三沢市立病院に47歳まで勤務。

それからは専業主婦となっていた。令和1年4月から夫からの暴言を受けるように

なっていた。同年11月から高齢者向けアパート「ゆうらくの里」に入居。サポー

トは義理の妹が行っていたが、令和2年になってから希死念慮を妹に訴えたり幻

聴様の症状も出てきたことから、同年5月18日日赤病院精神科を受診、抗鬱剤で

の加療が開始。5月26日から同院神経内科に入院し、6月17日からは精神科に転

科していた。7月22日に退院後、施設内で不安症状の訴えが強く被害妄想症状も

あったため、9月1日に再入院となっている。10月23日に退院してから、あおぞ

らクリニックに転院して加療を行っていた。現在は南風苑に入所している。

11月5日から不穏状態が強くなり、6日には昼から帰宅要求して叫んで外に出て

いこうとすることが目立っていた。その夜に離苑。直ぐに本人は見つかっている

が苑までの帰り道で夫が目を離したときに居なくなり、20時頃、タクシーで弘

前に行こうとしていたところを警察に保護される。本日夫と受診。気分の落ち着

かなさ訴えあり、夫の同意を得て13:06東病棟Aユニット9号室へ医療保護入院となる。

